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第１章 市職員と市長 
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職 員 

首 長 
統括代表権 
事務の管理執行権 
職員の指揮監督権 

長が任免 
長の補助機関 

地方自治法の規定 市 民 

議 会 

課長 

主幹・副主幹 

担当職員 

部長 

次長 

副市長 

選挙 選挙 
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地方公務員としての
身分保障を受け独特
の流儀を持つ存在 

選挙で選ばれた唯
一の政治家で、市
民に最も近い存在 

市民の意向を踏まえた政
策の実施とそれを実現す
るための改革を進める 

  「過剰防衛」 
（批判されたくない） 

    「前例踏襲」 
（前回と同じことしかしない） 

    「現状維持」 
（新しいことはやりたくない） 

首 長 

職 員 
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①20年の公務員経験 
  ⇒公務員は、そう考えて当然 
 
②うち12年の自治体勤務 
  ⇒他の自治体はもっといいやり方   
    をしている 
 
③うち8年の国勤務 
  ⇒国からみると別の受け止め方 
       をされてしまう 
 
④5年余りの民間勤務 
   （うち外資系4年） 
  ⇒民間では通用しない 

国 自治体 民間

　
群馬県
（地方債、企業誘致）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　 津市長

宮城県
（企画、総務）

公営企業金融公庫
（資金）

デクシア銀行
（金融営業）
地方公共団体金融機構
（審査）

自治省
（人事・国会、地方債）

熊本県
（文化企画、地域振
興、税務、財政）

自治省
（固定資産税）

国土庁
（防災）

自治省
（企画）

京都市
（政策企画）

1985

1987

1990

1995

1997

1998

2000

2001

2004

2006

2011

市長個人の過去の経験から得られる付加価値を組織として活用 
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組織のトップとして高みを目指す 

①<政治家>として 
  ⇒市民が求め期待する施策を実現するために 
②<市職員とは異なる付加価値の持ち主>として 
  ⇒役所の流儀の不都合を是正するために 

③<組織のトップ>として 
  ⇒経営資源である職員の力を最大限に発揮させ  
    るために 
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第２章 市長の気付き 
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【津センターパレス】 
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【賑わいをみせていたセンターパレス】 ※昭和６０年４月 
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【賑わいを失ってきた津センターパレス】  ※平成２４年５月 
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【旧中央公民館】 

【旧社会福祉センター】 
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【中央公民館】 

【まん中こども館】 
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特別損失
の計上 

残金 

 ７億６千 

 ５百万円 

    

 ２億７千 

   万円 

 
 
 
 
 

昭和60年 平成7年 平成２３年 

津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス

オ
ー
プ
ン 

 

キーテナント 
（株）ダイエー 

 

平成22年 
一括返済 

厳しい 
財務状況 

１３.５億円 
減価償却 

一部追加購入  簿価のまま資産計上 
土地 １８.６億円 

建物  ３５億円 

２０.６億円 

（平成23年度末） 

Ｈ11年～ 

８千万円/年 
返済 

平成２４年 

㈱ダイエーが 
債権・株式を譲渡 

【裁 判】 
調停による 
和解成立 

平成８年 平成１６年 

撤退 

平成16年～ 
一部返済不能 
（４千～５千万

円/年）返済  

 
  

敷 金  ８億円 

保証金 ９億６千万円 

要返済 津市に土地・建物の一部を売却  

111 

（単位：円） 

土地売却額 建物売却額(※） 合計額

中央公民館 57,286,000 405,721,050 463,007,050

まん中老人福祉センター 7,251,000 49,474,950 56,725,950

障がい者相談支援センター 4,265,000 29,180,550 33,445,550

まん中こども館 14,075,000 76,337,100 90,412,100

合計額 82,877,000 560,713,650 643,590,650

（※）施設整備のための改修工事完了後の金額 

平成２５年 

①債務の削減  

H23.3 .31
現在

H24.3 .31
現在

H25.3 .31
現在

預り
保証金

2億7,793万円 490万円 222万円

預り
敷金 12億4,076万円 8億2,202万円 7億9,739万円

長期
借入金 9,897万円 5億9,180万円 5億673万円

合　計
（3項目）

16億1,766万円 14億1,872万円 13億634万円

①津市
　 702,000株
②㈱ダイエー
   700,000株
③近畿日本鉄道㈱

　 490,000株

①津市
   702,000株

②近畿日本鉄道㈱

   490,000株

①津市
   702,000株

②近畿日本鉄道㈱

   490,000株

固
定

負
債

大株主

の状況

貸借対照表（抜粋）

長期 
返済 

計画的 
返済 

債務構造を 
変更 

要即時返済 

②土地の評価額
と簿価の差  
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【ポルタひさい】 
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【賑わいをみせていたポルタひさい】 ※ 平成９年１１月頃 
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【テナントの撤退が相次いだポルタひさい】 ※平成２３年９月頃 
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【久居庁舎】 

【南工事事務所】 
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 平成10年8月 

■ポルタひさい 
 平成10年8月に市街地再開発
事業により近鉄久居駅前に建て
られた商業施設と共同住宅など
からなる複合ビル。 

事業費147億円 

久居都市開発株式会社 

ポルタひさいの駐車場など
を管理する目的で設立され
た会社。合併前の旧久居市
が8,700万円出資して会社
の筆頭株主になった。 

 平成13年  平成16年～ 

ポルタひさいオープン 
補助金 

約6２億円 
 

保留床売却額 

約36億円 

 

保留床の処分が進まず、
久居駅前地区市街地再開
発組合は金融機関からの
借り入れの返済が不能 
 

負債額約44億円 
 

金融機関の債務免除 
 

34億円 

久居都市開発株式
会社が久居駅前地
区再開発組合から 
資産を取得 
 

12.6億円 

再開発組合
破たん 

■駐車場・駐輪場 
 （15,261㎡） 
■商業床 
 （5,659㎡） 
■区分所有土地 

金融機関か
ら借り入れ 

9.2億円 

旧久居市 
から貸付  

2億円 

久居駅前地区再開発組合 

区域内に権利を有する地
権者が共同で設立 

取   
得 

 平成25年 

津市に
売却 

■土地 2.1億円 
■建物 7.3億円 

土地・建物全て合わせて  

9.4億円 

残債務 
9.2億円返済 
（Ｈ２５.７） 

会社解散 
（Ｈ25.10） 

（久居総合支所、保健セ 
 ンター等として活用） 

津市が 
損失補償 



18 

【中勢北部サイエンスシティ】 

【ニューファクトリーひさい】 



0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

19 

企業誘致の実績の推移 

単位：社 
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【マグ・イゾベール株式会社との立地協定調印式の様子】 
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【日本マイクロサーム株式会社との立地協定調印式の様子】 
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【津波避難ビルとなっているショッピングセンター】 
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■津波避難ビル（６３施設、延べ床面積１２３，９２３㎡）
● 民間ビル（２２施設）
● 市有施設（３６施設）
● 県有市施（５施設）

■津波避難協力ビル（９施設、延べ床面積２，５６８㎡）
● 民間ビル（９施設）



第３章 転換点 
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【山積みされた「がれき」（宮城県）】 
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【広報津 平成２４年５月１日号】 



第４章 自ら動く組織へ 
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28 
【津インクル】 

【対岸大型映像装置】 



18,581
17,762

16,683
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13,830

14,993
15,433

10,000
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29 

場内での売上（本場・場外受託分）状況の推移 

Ｈ23年度以降、売上額のＶ字回復 

（単位：百万円） 
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【昨年のＳＧチャレンジカップの様子】 



平成25年11月１日号 広報津より 
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32 

【中心市街地にあるアーケードの様子】 
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34 

岡三証券がプラネタリウムを建設 
※Ｈ２５．９．２０完成 

【中心市街地における民間の動き】 
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百五銀行本部棟（地上１２階）建設中 
※Ｈ２７．９完成 

【中心市街地における民間の動き】 



平成２５年１２月１日号 広報津より 
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【（仮称）香良洲高台防災公園イメージ図】 



平成25年5月１日号 広報津より 
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39 

Curriculum Vitae 

前葉泰幸（まえば・やすゆき） 
 
1962年三重県津市生まれ。1985年東京大学法学部卒業、自治省入省。 
自治省地方債課係長、熊本県地域振興課長・税務課長・財政課長、 
国土庁防災局（現内閣府）防災企画課課長補佐、 
自治省固定資産税課課長補佐、京都市政策企画室長、 
総務省自治政策課理事官、宮城県企画部長・総務部長、 
公営企業金融公庫資金課長などを経て、2005年総務省大臣官房企画官。 
2006年1月デクシア・クレディ・ローカル銀行に転じ、同年12月、同行東京支店開設とともに 
副支店長。自治体向け融資ビジネスに従事。2010年4月退社。 
2010年6月地方公共団体金融機構審査室長。 
2011年4月津市長就任。10市町村が合併した津市の中心市街地ビルの再生、 
香良洲高台防災公園の整備などの地域課題に取り組んでいる。現在、三重県市長会長。 
 

著書に『災害と安全』（共著、 1999年、ぎょうせい）、 
連載論文に、「地方自治の処方箋(1)～(12)－体験的自治体経営改革論」（『地方財務』2006年4月号～2007
年3月号、ぎょうせい）、「自治体ファイナンスの基礎知識(1)～(6)」（『地方財務』2008年9月号～2009年2月
号、ぎょうせい）、「入門・地方債の借入交渉～金融言葉を理解しよう～（1）～（9）」（『地方財政』2010年9月
号～2011年3月号・5月号・6月号、(財)地方財務協会）など。 
寄稿に、「市民に向き合い寄り添うとき」（『地方税』2011年11月号・論評、（財）地方財務協会）、 
「市長からの提言=民意と役所の論理の橋渡し役として」（2012.6.11）、「民の感覚、官の感覚」（2012.6.25）、
「市長の政策実現のための予算編成手法」（2012.7.9）（『iJAMP』・オピニオン、時事通信社）、 
「一石二鳥の高台防災公園づくり」（『地方行政』2013年8月29日第10419号・道標、時事通信社）など。 

連絡先：〒514-8611 三重県津市西丸之内23-1 津市役所政策財務部秘書課                  

              229-3100@city.tsu.lg.jp    TEL 059-229-3100 


